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生 年 月 日：昭和４５年４月２日
















































生 年 月 日：昭和２９年１月７日
出 身 大 学：徳島大学医学部
所 属：徳島市医師会
研 究 内 容：ミャンマー連邦にお
ける超音波白内障手
術指導
受賞にあたり：
この度，第１６回徳島医学会賞に選考していただき，先
生方ならびに関係各位の皆様に厚く御礼申し上げます。
私は，徳島市で眼科を開業しておりますが，１９９９年２
月から定期的にミャンマー連邦を訪れ，現地の眼科医に
超音波白内障手術を指導しています。超音波白内障手術
は日本では一般的な白内障術式として普及していますが，
ミャンマー連邦では，経済状態が悪く超音波手術器械が
手に入りにくかったこと，海外留学が制限され十分な情
報を得ることができず術式に対する理解がなかったこと
６９
などから，旧来の方法である水晶体嚢外摘出術が行われ
ていました。
超音波白内障手術は，水晶体嚢外摘出術よりも安全で，
手術時間も短く，術後の視力回復も早く，日帰り手術も
可能です。そのため，ミャンマー連邦で白内障に罹患し
ている人たちのために，この術式を普及させることを目
的として，手術器械・器具・薬剤の寄附などとともに，
超音波白内障手術ができる眼科医を養成しています。
現在までに１４回，ミャンマー連邦を訪れ，ヤンゴンお
よびマンダレー眼科病院を中心に実際の超音波白内障手
術を行うとともに，豚眼を使った実習，手術助手をしな
がらの手術指導，ミャンマー日本眼科手術学会を開催す
るなど，多くのミャンマー眼科医と交流を持ちながら手
術の普及に努めています。
今回の受賞を励みに，さらに今後もこの活動を継続さ
せていきたいと思います。最後に，私と一緒に医療活動
を続けてくれている眼科医療チームのメンバーと徳島医
学会への参加を促していただいた徳島市医師会長である
川島周先生および常任理事の先生方に深く感謝いたしま
す。
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